
【1】今期の主な議題：対話から生まれる学校づくり 

→各校の議事録からは、単なる報告にとどまらない「双方向の対話」の活発化が見て取れます。 

①児童生徒との直接対話（熟議）：6年生や中学生と、地域の良さや学校の課題について意見交換を行う学

校が増えています。「学校の強み」を再確認し、共に改善案を考える貴重な機会となりました。 

②「学校評価」を自分事として捉える：アンケート結果を共有するだけでなく、数値の裏側にある課題や、

少数の意見にどう向き合うかを委員と教職員が共に考えました。 

③環境整備と安全：除草作業の効率化や、通学路の安全、さらには学校再編に伴う閉校準備など、地域の

力が必要な具体案が話し合われました。 

【3】NEXT STEP：新しい連携のアイディア 

→これからの学校運営に活かしたい、ユニークで前向きな提案が生まれています！ 

①学校行事 × 地域：学習発表会と「地域のふれあいまつり」のコラボレーション、合唱コンクールや家読

コンクールの審査員としての参加、「小中合同文化祭」、地域住民の作品を展示 

②防災・安全：地域と合同での防災教育の実施 

③交流・発信：委員によるクラブ活動体験、地域ボランティアニュースやコミ・スクだよりの発行 

④熟議の質向上：専門職員によるファシリテーションの導入、次回議題の事前提示による議論の深化 

【2】委員の声：多角的な視点が学校を支える 

→授業参観や熟議を経て、委員の皆様から寄せられた「現場への思い」を一部ご紹介します。 

「学校運営協議会は、学校・地域・保護者の『架け橋』。地域を変えるのではなく、地域の人がどう関わるかを考

える場所でありたい。」 

①子どもたちの姿に感動：「先生方が思う以上に、子どもたちは元気に挨拶をしてくれる」「都会より田舎が

好きだという生徒の言葉が印象的だった」 

②教育の進化への気づき：「タブレット活用が定着しており驚いた」「ICT や専門用語（MIM 等）は難しいが、

外部機関との連携の重要性も感じた」 

③地域側の本音：「自治会に具体的にお願いしてくれれば、主体的に協力できる」「行事の担い手の高齢化は

課題。もっと若い世代や多くの人にこの活動を知ってほしい」
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TTT「学校と地域をむすぶ、子どもの未来をひらく」TTTTTTTTTTTTTTTTTTT 

冬の寒さが本格的になってまいりました。今号では、市内の各小中学校で開催された第 2回学校運営協議会（熟

議）の議事録から見える内容を凝縮してお届けします。 

今年の後半、特に目立ったのは「子どもたちと委員が直接対話する姿」です。大人が子どもを支えるだけでなく、

共に学校や地域の未来を語り合う場が増えてきました。
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鹿沼市　コミュニティ･スクール＆地域学校協働活動だより

委員の皆様の「多面的な視点」は、学校にとって大きな財産です。一方で、自治会や地域住民への活動の周知、

専門用語の丁寧な共有など、事務局としての課題も見えてきました。 

「子どものために、地域で何ができるか」。この問いを、これからも皆様と共に深めていきたいと思います。



9 月 27 日に「第３回津田ふるさとフェスティバル」が開催されました。今年のテーマは「つなげ

よう！津田の輪　笑顔の和」地域の大人と子どもが一緒になって、大いに盛り上がりました。 

☝既に再編を経験した学校の事例紹介は、非常

にタイムリーな内容で熱心に聞き入る様子が見ら

れました。 

☜また後半は、講話を受けてのグループ協議を行

いました。様々な立場の方同士、地域ごとの課題

を共有したり、今後の活動について情報交換を行

いました。

一般社団法人 とちぎ市民協働研究会 代表理事 

廣瀬 隆人 先生を講師に迎え、今年度３回目の研修

会が開催されました。 
前半は再編に伴う（統廃合のあとの）学校を核とした

地域づくりや地域学校協働活動の在り方について、ご

講話をいただきました。☞

. 
　 

鹿沼市では地域と学校が連携・協働して様々な活動が行われています。今回はその一部をご紹介します！ 

いずれも地域が主体的に企画・運営した事例で、子どもたちもボランティアとして関わっています。 

                  
 
 
 
 
 
 
 
 
                   

  
 
 
 
 
 

 

　　◆◆◆地域学校協働活動＆コミュニティ･スクール研修会について◆◆◆ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

あわの盆踊り

（地域と学校が連携・協働して行う様々な活動のことで 
「地域連携」ともいう）

津田フェスティバル

8 月 14 日に粟野地区コミュニティ推進協議会主催の「第 14 回あわの盆踊り」が開催されま 
した。合併から 20 年を迎える本年度は花火が 20 年ぶりに復活し、会場を彩りました。

～参加者のみなさんの声～

子どもを通じて大人が成長する、地

域の財を活かす、仲間がいるという

ことを再認識しました。

本校も統廃合の学校。不安もあるが

「地域の統合は子どもたちにとって資

源が増えること」だとプラスのイメー

ジをもつことができた。

子どもと一緒に、大人も楽しむ！

学校はなくなってもそこに子どもた

ちは残るという言葉が心に残った。

ポジティブに話し合えるように

「同じ」「共通点」を見つけてい

くことが必要と発見できた。

まさに目からウロコ、今後の活動に

明るい展望のもてる内容で参加し

てよかった。

今、学校運営協議会で熟議すべ

き内容で考えさせられた。他の

委員へも共有したい。
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地域と学校の再生に向けて～それぞれの役割を考える～

鹿沼市では地域と学校が連携・協働して様々な活動が行われています。今回はその一部をご紹介します！

いずれも地域が主体的に企画・運営した事例で、子どもたちもボランティアとして関わっています。


